
JAきたみらい地域(北見市・司11子府町・置戸町)は、日照時闘が長く、さらに気温の

寒暖差から、野菜類の糖度が上がるなど農業にとって恵まれた環境にありますo

そして、その恵まれた気象と肥沃な大地か5たくさんの農畜産物が生産され、

道内はもとより、全国各地ヘ送5れていますo

またJAでは、地産地消・食育活動に積極的に取り組んでいます。その一環として、

きたみらい産の玉ねぎ、じゃがいもを教育現場の給食食材として提供してます。

このパンフレットは玉ねぎとじゃがいもの

生産量(JA取扱量)や出荷先などを紹介したものです。



きたみらUの「 きたみらい産の玉ねぎを紹介します|
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北海道は玉ねぎの1番の

産地で、全国の生産量の

500/0を占めます。北見地

域は、北海道の中でも

400/0を占め日本一の玉

ねぎ生産地です。

出荷時期は8月から4月

下旬までと非常に長く、

国各地ヘ出荷さ

れています。

人と環境にやさしいクリーン農|業から生まれたトツプブランド!
中心まで赤い色の赤玉ねぎはしサラダなどに彩りを添えま

す。生で食べても辛みが少なく、赤い成分にはポリフ工

外側から中まで赤く色づ

いた、赤玉ねぎ。

ノールが多く含まれ、血液を

出荷時期:8月中旬~翌年3月下旬

期間限定の貴重なサラダ玉ねぎです!

出荷時期は7月下旬から

8月下旬までと短いですが、

北海道で一番最初に出荷さ

れる玉ねぎです。

普通の玉ねぎに比べてみす

みす、しく、辛みが少なし1こと

からサラダに向いており、

『サラタマJと呼ばれていま

す。
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という成分が普通の玉ねぎ

より少なし1ため、妙めると

非常に甘い玉ねぎです。



男爵は、1928年に北海道

の優良品種に決定してか

ら、今まで長い間親しま

れている品種です。芋の

色が白色、澱粉価が高い

ことから、サラダや、コ

ロッケを中心に何でも合

う、万能選手です。
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①じゃがいもは冷涼な気候を好弘み、生育中は高し1気温を嫌し1ま

す。北海道の7，8月は気温がこの好みに合し1、無駄な体つくり

をしないで済みます。自然な生，育期間をたっぷり確保できます。

②北海道には梅雨がほとんどなく、葉を枯らす『疫病.Hえきびよ

う)などの大敵やアブラムシなどの害虫の発生が少なく、無理

のない一生を終えることができます。

③太陽の光と炭酸ガスで葉に蓄えられたエネルギーは、夜、糖

分となって地下のじゃがいもに移行しますが、夜と昼の温度

差が大きいほど、スムーズに移行して

いき、澱粉として蓄えられます。

関西地方ヘt

勇!しゃくの白荷が少なし九のはなぜ?

煮込み料理が主体の関西地方は、煮くすれすることを嫌う傾

向にあり、澱粉価の低い「メークインJが好まれています。その為、

澱粉価の高い「男しゃくjは出荷量が少なし1のです。しかし逆に、

当地の「とうやJは、煮込み料理にも適性があるため、関西地方

で好まれており、販売量を伸ばしています。

「とうやjは北海道奨励品種です!

とうやは芽が浅く、丸いの

が特徴です。そのため皮が

剥きやすく調理性に優れ

煮くすれしにくいことか

ら、肉じゃがなどの煮込み

料理や、なめらかな舌触り

などから、ポテトサラダに

最適な品種です。
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加工用の壱の事
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「卜ヨシ口J.rきたひめj

は、ポテトチップ専用に

作られた品種です。

サラダ油との相性が良

く、油で揚げても黒くな

いもの形は肩平な卵型(小判 りづらい(焦げつ、らい)
型)・肉色は白色です

特性を持っています。

※全量、チップメーカーヘ出荷しています。

「さやかJの色は「男しゃくJより白く、肉色は「男しゃくJ
に似ています。表皮は滑らかで、芽は浅く煮くすれしに

くいので加工する際の

ロスが少なく、調理特

性に優れています。

スライスサラダ、煮

※生産量5，000トン M ;:1三喜~-ーIe2 物にも適します。

全量、ホクレンの山梨馬鈴しょサラダ工場ヘ出荷しています。
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ハウスづくり由也監
育苗ハウスのビニール

掛けをします。大雪に注

意しながら除雪もしま
す。

畑が十分に乾燥し、気温が15度以上に

なると植付けを開始します。

E盟国面目指E砲・

地温が上り畑が乾いiたのを見計らって、
機械で植付けを行しi'ます。

制 E目白E同調E固・

選果場にて、規格外晶を除去し、大きさ

ごとにダンボールに詰めて出荷します。



肥沃な大地かう生産されるきたみらい地域の農産物は、全国の消費者の食

車に届けられています。その内、玉ねぎは約25万トン(国民1人当たり1玉に

相当)、じゃがいもは約9万トンで2晶目を合せた出荷量は日本一。全国42

都道府県140社の青果市場と様々な食品加工向けに販売されています。
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青果市場販売での

じゃがいも出荷ベスト5
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名古屋市中央卸売市場

大阪市中央卸売市場

愛知県 東京都 大阪府 静岡県 神奈川県

福岡市中央卸売市場

JAきたみらいは、生産者・関係機関連携の下、

健全な食と農を次世代につなぐ活動として、

農業体験事業を積極的に実践しております。


